& 


FWRI K BO ik 


BE) FG RRO BT 
PUREE Id 2 BG A LRN L OBR 
GARE OME ICOWC- BED oe ee 加 納 fe 
SIGGRLBAB AY 7 VY BORGSRMICOVYT «we ew oe 5 bs) Boe Sh 
SEKI | Ok LREMN OK OPH LIC IRS XRAE «LOO 
PETA HO AGROB 0. ee ete 


Tl ma SP 


ERABE. wit, 地質 調査 所 編 ・ 日 本 地質 鉱産 誌 11I 
at 報 


BE KUO ZUUEROKRERUR EA 


wy GR 


花岡 岩 と 変 代 作 用 , アル コー ズ の 意義 
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花 賠 岩 と 交代 作用 Daly, R. A. 花 賠 岩 の 成因 に 興味 を 有する 総 て の 学者 は , そ 
DRS LOUTH TOMAR DS BOREL, これ に 類する 組成 と 構造 の 他 の 或 
る も の も の が 本 存 の 他 の 岩石 が が . 他 の 物質 を 吸 政 する と と に よ つ て 生ずる 交代 作用 の 産 
物 で ある と と を 認め る 点 で 一 致し て いる : し か し じ そ れ ら の 割合 に つい て は 國 論 が あり , 
過 十 動 百 年 た 豆 る 最も 有力 な る 地 中 学 者 の 見 解 で は , BETMEEIaAa magmatic gra- 
nite の 交代 性 花 賠 岩 me cSomut'c granite ICMP AMRMAOLE BIA DB IC 
大 で あつ た . し か る に 最近 23 年 , RACIST Bd d aciN RIK metasomatists 
は この 比 玄 を 遡 た 考え る に 至 つ た . 本 論 父 は この 問題 た 闘 す る 長老 論客 Daly 氏 が , 
調 わ ゆる 交代 褒 泊 が この 問題 に 還 す る 種 用 SBELEMALT, これ を 園 却 し 
ROL CHL, REOMRAULROR Km? RR lke BONSAI 
magmatists の 所 論 を 弱 化 する も の で な いと Ove Re し た を の で あつ て 少な く 
と る も 次 の 12 OMENS IH り , ZUM ORT & (LEED BEL ABA CLS- 
Sial ROT ODKAEORAY & He 

2. Emanation OMS, 組成 , BR, AF -—K, 運動 方 法 

3. (LU HREC OKRA UX anatasis に よる 花 賠 岩 の 容 積 概算 

4, KPRERODT HRA AICIAG 276i ME ORY Ame & 

5. 岩石 成因 上 crystal fractionation+ remelt fractionaticn の 役割 

6. Granitic layer 又は 大 山系 の 底 艇 注 に つい て stoping # SE 4 AHS 

7. 地殻 の 表記 に 於 ける basic fronts 相 治 物質 の 欠如 

8. al BRISA L ena HA ORE 

9. CORMICHRT SABO BEL Hm 

10. SEWARD RO EE © Behind D BI MEME 

ll. これ ら Subjacent mass た に 於 ける 上 下 の 均 一 性 

12. 寮 武 利 陳 後 の こ れ ら の 現 出 が 山系 帽 に 限る こと 
Fem CHATS, 非 小 た 喧 示 的 で は あぁ る が , PDF OMADAO sii Xe REICH 
る ) (Am. J. Sci, 247, 1949, 753~778) (pEeRRR) 

Arkose の 定義 Oriel, S. S. Mikic#kbhS arkose OF BR MNZL, A 
KCKOCH ACHP, (1) HESORAZSARMA, (2) 石英 と 長石 より 成る 粗 
AU al ES, (3) EBSA E PVA ORICA SRA AWAD A. 1823 年 
に 提案 し た Af. Brongniart の 貴義 に 依る と , この 岩石 の 特徴 と し て 多量 の 長石 を 含 
むこ と を 路 調 し て いる . 従 つて (1) ICU ERD CH 0, (2) と (3) は 標 式 的 
の arkose “G7p < Bia BR BRN で あら 35. (Am, J. Sci. 247, 824~829, 1949) 
(Kel 
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Relation between the cordierite rocks and the bedded pyritic 
ore deposits in Taré district, Iwate Pref. 
(Consideration on the geological conditions of metasomatism) 


加 納 fii (Hiroshi Kano) 


Abstract 


Cordierite rocks of the famous Orijarvi type, which may 
be considered the products of intense Mg-metasomatism, have 
been found from Hitachi mining district as well as from the 
vicinity of Tardé mine, in northeastern Japan. 

These are always embedded in the sheared zones which 
contain pyritic ore deposits of these districts, and it is sup- 
posed that their formation is genetically related to sulphide 


» 


ore deposits. 
Judging from field relations of the rocks in several places 


such as Taro, Hitachi, Tanzawa, Miyamori etc., we can now 
induce the following factors as the necessary and sufficient 
conditions for this type of metasomatism : 

(1)* sufficient hydrostatic pressure and moderate tempera- 
ture, related to intrusion of granitic magma; 

(2) suitable chemical composition and concentration of _ 
emanation and the presence of its carrier (Trager) —-probably 
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deat ーー 
a certain basic igneous rock as fore-runner of synkinematic 


intrusion ; : i 

(3) selective internal stress, originated from heterogeneity 

of geosynclinal sedimentation ; 

(4) comparatively small and narrow spacity of the field of 
metasomatism. 

Lastly, it will be necessary for the factors of (3) and (4) 
to be superposed by those of (1) and (2), and*all these are 
essencially represented as a certain geological and historical 
condition which is provided by reciprocal interaction of 
characteristic tectonic movements and igneous activities of 
the fields. 

In conclusion, the cordierite rocks and the bedded pyritic 
ore deposits of Taro-Hitachi type may be fully understood 
only as natural and necessary products of a series of geological 
events which happened successively under such a geological 
condition. (Akita University) 


は bee の aie 

APNEA DICH wk eh MMII Orijaevi AER y MBE + aE 
石 岩 に す と ぶる 類似 し た スピ Re MER MFHAORL VLOLET 
る こと と は さき に 報 向 し た り . CORE SANDE IUAHRRED LEE 
か ら 強 烈 な Mg 交代 作用 に よ ょ つて 誘 導 さ れ た 産物 で ある と と は 題 徴 鏡 的 観 
宗 並 に 杜 成 鉱物 の 光学 的 算 究 か ら 怒 に 明か で 私 る が , CAL ONL BH 
(CRRA £ OHVC. 果して Ortijarvi。 日 立 を はじめ と する 各地 の 例 か ら 
類推 され る よう た な 窟 接 な 城 因 的 関係 が 存在 する か 番 か と ゆう と と に つい て 
は 当時 は まだ 護 測 の 域 を 出 て で てい な か つた る . 本 報 文 で は その 後 の 調査 に よ 
OCHS SLAM OMEN BUR OEE EES S LILIC, 併せ て 問題 の 
ZEAE HVE BANE MEIC OLN CHE OBR E Rae. 

本 都 で と の 種 の 交代 作用 に は じ め て 落 目 し た の は 日 立 鉄 床 の 変 成 岩 類 を 


7) 加納 博 : HWE, LY, 1919 (aie) 
2) 加納 fh: HRERBLH, 2, 1950 
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BRICLFAAUNEME CB OPES, 不幸 に し て その 研究 の 成果 は 氏 の 天 折 に 
よ つ て 未だ に 公表 され て で てい ない ”, GOWER, 今後 当然 日 立 負 放 に 
や ける 草 青 右 岩 の 問題 と 統一 さる べき 性 質 の も の で ある と と は 言う まで も ~ 
な いい が, TT CLABWKICEII SG AE COMME BRO —Hd er Mt T 


EROWK ORR OF MOAB EL eu. 


SKC REAR OMABH UA 
FESPA TE Bd ALE A PEP ICBE Ae PEACE ah ZEEE IC ELE 
S. TOMTOM PMIAE¢ L CREAMNC * DD AR F4— b 
EOI L DBAS, 東御 部 は 黒色 粘 板 岩 ・ 硬 砂岩 ・ 角 岩 等 の 外 に 酸性 乃 
GR 
方 変化 を 示し て いる うう, 
現在 稼 行 中 の 本 培 鉱床 (所 調 田 老 鉱山 ) を は じ ぁ 大 小 無数 の 居 誠 硫 化 鉄 
鉱床 は 主として と の 東御 部 に 発達 する 10 AGRO ORE TIC IAT 20 
CHS. CHG OMWMO & > ik 2~1 km IC HRD CHALICE ASM, 
SRE L COP IABUICAL Feit < LO LODE SD AICPA ME 
fille (echelon) &BFSC EAMAAICRB SN. | 
PUB oO rh BE YE JADE DG (CHIGEGLO ¥ OF DL OBER BK 
BIC. LEAKS LIL HOM OWEE FLIFF OMB 
作用 と 熱 水 変 代 作 用 を 受け て いる 事実 は 既に 知ら れれ て いた の で ある が , と 
DABBLE AIC C SIL SAME E IAT BBE D ACT ALRIC IP Te 
Tne &; Be ee eel Sie 置 す る と と が 最近 の 調査 で 明か 
ChOx. 
な お 新しく 5 ヶ所 の 産地 が 追加 され た を が, それ ら の 位置 も 例外 な くい ま 
れ か の 怪 列 導 の 上 に あり , WLMLUICRA CMM AICO. 


1) Watanabe, M. & W. R. Landwehr- Econ. Geol., XIX. 1924 
2) COHAS (IEA RAD “Ab LAI ALUIAS ? ICH TS. | 
(ALERIAERER No. 4, 1950) 
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Fig, 1 Geological map showing the relation between cordierite 
rocks and sheared zones in the Taro mining district. 
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{LAA (Cordierite rock ) 2. 59244 (Sheared zones.) 
HAE RAAM (Palaeozoic sediments & porphyrites.) 
花 賠 岩 類 (Granitic rocks,) 
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os Cea eee nee bce 
る が , BBE E HS LAL EMBO Nae CHES Se LIE 
“Hb ORE E32 LO BLO CEL Cini (WZ ep RE i 井沢 に お け _ 


WRU OMG TILE 2cm に る も 及ぶ 大 型 の WH AL SRI AU EEO He 
青 石 岩 ( 原 岩 は 火成岩 ) が , TE OBIT CREA eon M—-HOK CR 
色 粘 板 岩 層 に 接し , し か る 後者 中 に は 草 青 石 は 全く 生じ て とい なり いび). 

Tn BIBLE FB KO PUK ACES ASHER CIE L Fe RE IC EBIC BAS 
Fil) $8 FIEMRIC LOC Wk 2 AL fe & Bd. —fia> phyllonite が し 
ば し ば 見 出さ れる (EHEC HT) か ら , 本 岩 相 の 形成 は 必ず し 
b WAH ORM A BICIR ALS CLIC EL Ad Ts DPIC BA 
WA CH DN LOL BA SMS MRED 3. 

Spa CMA kad OM 

HER T DED Mg 交代 作用 の 問題 の 焦点 は , 何 が その Trager (sie) 

で あ る か と ゆう ぅ と と に あつ た : Eskola (1914)., Tilley (1932) を は じ め 


LTS OM CRIA HAL S PEWEWE” DIERDIERICILOC 


その Trager % PrP AMY tk (GEL CCIE RAPES) に 求め て いた の で あり , 
PMH ORE ILO AMMO MAK O-ACH SIGE 
(1948).%, 最近 まで それ に 近接 す SRAM Triger £62 Cw 
虚 に お いて 本 質 交 に は Eskola 流 の 天 え 方 を 一 歩も 出 て いな か つた の で あ 
sy 2 

近年 Reynolds (1946) “¢24B!8L CW 2 YER ee IC IF B Sionic 
solid diffusion ’’ ORB#It LKOKAIC HILT 2 —OML DAH CH SM 
ee ee RNa ee 
が な いと は 言え を な いで ある 5. 

ee ee 


1) HbERB}ES, No. 2 を 傘 照 され た い . CREED ACHR の 中 た 示し て ある か と by & 
SCE BBE L CHU 5 LRG 
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BOCKKBHE OMBLS<( RMF SCLESAL TELVHRTLAL. 


HH OBIWUAR F HE STs A SN - OK EL CHEE Ka 
ROR AT TEAS DS. TAUALER EEC FR SARTO Na 
JEVERTERL BZ ON ZSIDCH SM, CHAYMHOBPAAOL PRE 
UP RICMHES BT EGMUET CLO CAKVELV BE CHS. Hii 
右岸 と と の 種 の synkinematic 7KHEPEREA A £ OBATEDT RIA RD & 
り 注 意 さ る され て いな か つた よう で ある が , ご の 観点 か ら 各 地 の 場 合 を 見 直す 
と , Orijarvi, Kenidjack 等 の 外国 の 例 を は じ め と し て , PE © Be A 
立 * 宮守 D OAD MIC BT HTN TOG AICA HASHES E CE A 
2 ERE REBIRTH SA AE C7 AT VT され て くる の で ある 
(IRR, HIEwH Cd “ABER DS, EMU Ck “Be SBE” 
Die HA PAIICHEDI-CHEMLS 3). 3 
し か し , COLA AAEEREEDIRES S26 LOT, 直ちに Mg 交 
代 作 用 の Trager が 塩 若 性 火 成 内 で ある と 結論 する と と は , 従 素 や っ でき 
eK SICHEMAE TO Trager に し た り 或 は 鉄 床 の Trager を 特定 の 火 成 
岩 に 疹 を た ゅ する と と と 全く 同様 に も ちろ ん 正当 で は な い .・ 
要する に , 問題 の 交代 作用 は いま れ の 火成岩 に せよ 或 特定 の 火成岩 此 の 
便 克 前 導入 それ 自体 が 原因 と な つて 行わ れ た も の で は 決し て な く , LS 
火 成 活動 と Mg 交代 作用 と は 光洋 べ る よう な より 本 質 的 な 笑 造 的 要因 応 
支配 さ れ て 生じ た 一 連 の geological episodes で あり , いわ ば 互い に 同格 な 


姉妹 義 係 に ある も の と 考 を られ る の で ある . た き 張 ゅ て 時 間 的 関係 に ご な だ な: 
わる な ら ば , Mg 交代 作用 は 花 癌 岩 よ り は 塩基 性 火成岩 に より 近く 。 室 そ 


らく 内 者 は ほ き 同時 乃 室 は 相 前 後 す る も の と 考 を た い 、 
な お と の 間 題 に 関し て , 渡辺 高 炊 郎 (1924) が 日 立 鉄 山地 方 の Mg 交代 


1) Babes: AREAS 57 GRABER (1950) 


wr 
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(EH RUMIR 2 AMRF & OBURICOWTCAD E DICH THOS LIGIETE 
興味 深く 卓 見 と 言わ あな けれ ば な ら な い ぃ . / 


“e eer were 


+++, it will be seen that in the Hitachi mining district, any 
one igneous rock is not to be regarded as the source of ore deposits 
and of contact and hydro-thermal metamorphism, but the cntire suite — 
of events is related to the whole series of intrusion, which p-obably 
required a long time. ” (Econ. Geo’. XIX, p. 453) (イタ リッ ク 字 体 は 筐 者 ) 
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ByAilc do (F SB Hb ABA AS OBS VA 
OER WIA % fd — PR IS Bric St 5 
FEE KM ODEA ROE © SAAS Rat IC Ae BAL BFL BY LE BK BE 
代 作 用 等 が 併存 し て 見 られ る 例 は , 田老 地方 の みな ら ず 日 立地 方 で る 同様 
CHD, 対 沢 地方 に も 類似 の 関係 が 認め られ る . i 
COME OB RICDKOC HEE HEAKD 2 で ある . Me 
OD ByZat TIC INGANIBCH » BED 7S « BEACHPORT» HRREIHEDT 
ERICT SHOT BIC TEL, HELO — Te INIA FAEL Tee &. 
Q) ROB 変成 岩 ・ ENR BOS AVR LEC BYTE IC D ABER UNIC HE Kite + 
Boe. | 
COLD PR BN A ER AU, 
ZERV ERA ¢ HEE PE KI EEOREA « BER (EAA ¢ BUZZ M2 Fy 。 BUK Ae 
CRM ERER Ost MLTR DHL NUE EA RA BERG WRLC Pe 
は , WHIM THLE BR CD 37 L, DIZ IBRD ZHKDO 
AMRAOIEIN 2 Tee b OIL HEIR NEBNSG IC (7 2 HEBMEEN DBT HD? Ic 
外 な ら な いと ゆめ う と と で ある . MS, COMSEMOBMHD MIC e OR 
OME ERET NE OR こと し て の 構造 的 條 件 を WANE? RSE AEHBIC 
具 え て いた も の と 見 られ る の で ある . 


晶 近 な 例 に 類推 を 求め る な ら ば , それ は 重 し を か けら れ た 湿 座 漬 の 場合 に た と えら 
れる だ ろう 3. その よう TOMI MORE RENE “4 力 の 場 ” (stress field) と な 。) 


iE 20 eee or 
if | ee AUT 
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1 #& 正雄 : EAGLE ( 地 民 に お ける 三 つ の 面 ), 1950. 
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0, FS O(LSREAEES Hh, BIChTPOATIZMNZ bHNT SAAC EAR 
CET S. MOO! 5 TBIBIC LD CEL ZR PERO LIRICA & BZ 
る で あろ 5. 


HED TCH ED BETS & MORI LAS, それ 以前 に と の 剛 に 行わ れ た 
議事 件 一 例え ば Mg Zettier 一 一 と は 全く 無 関係 に 偶発 的 に 発生 し た 
る も の と は 考え られ な い . HDL, BRC oONCHGFA BOCK 
EMRE ROM kit, この よう な 撰 択 的 自然 郷 生 的 な 歪 力 の 場 に 
お \ け る 廣 義 の 火 成 活 動 及 び 変 成 作 用 の 歴史 的 必然 的 産物 と し て 所 握 する こと 

と に よ ょ つて は じ め て 統一 し 理解 し 得 ら る ヽ ゃ の で あろ う . 


ZK AO th A BB) te 

HER AAIC BF SAVE Ib PROB MD + Gh BRE RATS 
要因 と し て は , HEE BIREO RACH LLC Trager の 存在 及び その 
中 の 物 盾 の 化学 組成 と 濃 度 が 大 き な 役 割 を 泊まる も の と 観念 的 に 考 を られ 
Chk, も ちろ ん と れ ら の 條 件 が 必要 で ある と と は 言う まで も な い の で あ 
SP, し か し 少く と も 問題 の 草 青 石 笛 形成 に み ら る る 如き 交代 作用 で あつ 
て は , 上 に 逃 べ た よう な 異 計 的 な 堆積 の 場 と 撰 択 的 に 発生 し た 窒 力 條 件 が 
_ 上奏 体 的 に 物質 の 移動 ・ 濃 集 を 促進 する 強力 な 因子 と し て 以上 の 議 條 件 に 参 
M+. 


RIC TS HICEA GL CHES S 2, 3 OB BMICOYTHN A. 

1) (ERLE DEM: DCO BRHONRAOMIRARIC LIE LITE ¢ HHS 
A ee Oe と は 従来 を 一 部 の 人 た に よ つ て 注意 され て い 
た . こと の 場合 の 機械 的 氏 形 は 変 代 作 用 の 結果 生じ た 容 筑 細 化 に 基く 歪 力 歌 は De 
FACES GOCE, HLA WC LOWE HIT SANDE (BEST ABATE 
Ae QE L OME OH Mt LCAZNS 40D FHS EWD 

2) RAC A AA BHbO HLS IC LIF LIFBET ZRRGARIC, 往々 監 開 
HcNATSRMO MDL parting が み ら れ る こと こと が ある 2 の. も し こと の 種 の 次 長石 が 
火山 岩 た に お ける 混成 作用 の 産物 で ある と する な ら ば , と の よう な Pparting の 存在 は 導 
BBKROREDEA PICK CHR LICHT B—O BEES HAS Se 


1) 例え ば , (MORES “PURER” PICLIFLIZCOL 3 te RSD KID 
ら わ れる こと を 指摘 し て いる CRABB SEAS, 1939) 
2 の 石川 俊夫 の 書 信 に よ ょ る . AL, どれ は 和 准 た よる も の と 考え られ る 


Mo Be RR 149. 

3 MAF PSSA LAE, 火山 央 中 で も 特に 混成 作用 の 療 じ いも の と し て 知 
られ て いる も の で あり , と くに その 温 成 現象 は 同一 潤 片 中 に お いて も きわめ て 不 均 一 
な も の が ある D. その 原因 と し て は 種々 考え られ る で あろ 3 が , FOL LCRA 
OvERE ALAR ICE Lic BHP WOME (但し こと の 場合 温度 ・ 堅 力 條 件 は 均 
ーー) が 少な か ら ぬ 役割 を 演ずる と と る を 考え られ よう ・ | 
交代 作 用 一 一 特に 問題 の Mg 交代 作用 に お ける が 如き 原 内 の 構成 を 全 
く 改 変 する 閉 し いも の 一 を 支配 する 重要 な 季 質 学 的 條 件 と し て Ep 
圭 力 條 件 の 外 に 今一つ 問題 と な る の は 交代 作用 が 行 あ れる 座間 の 廣 さ 及び 


ーーー ンー 


形 で ある . 

と の 種 の 姜 し いい 交代 変成 岩 体 が 一 般 に 廣 い 面積 に わた つて 産出 する と と 
が が なく, Biv ye vay avy 6 AK « PROMS Bb CH TEA 
AL REHEAT CO LIER GM CHSTNeCOBAC HBT ON 
WEBER D, LP CEREOMV BOER KOH SZTHDY) Sy 
と ゆう 傾向 も 多く の 場合 で いう か が うと と が 出来 る の で ある が , LAL An 
と の よう を な 訟 間 に 限 つて 著しい 物質 の 移動 ・ 尋 集 が 行わ れる か に つい て は 
従来 あま り 立 和信 つた 考 察 が な され て いな い . 

HNO EE REDS REL EAD TIE IC BEANIE FS TE ERIC 
輝 べ た が , COCEGPROBD - BRORA— +6 dRARO-HR 
poh る 安間 的 條 件 それ 自体 に 存する こと を 物語 る も の で あり , この よう な 
ZEN DIMER LOREAL OPEBLIC & 2 F< SEIMEI EHR, 同時 に そ 
DAG AICH AS SPARED) € ME OCHOA «BILE HL IGE 
FELOLERGUNIOCHS. AMOEBAWCALNSER + BES 
Bic tC DOWD ILHAM RAC LOTS ¢ DABMPAIIC ABEND BS ray? 
2 ds? し か し 何故 Mg ( 或 は と れ に 伴 つ て Fe- Al) cin 8 OMA 
msec Ca・Na ( 或 は KK) の 如き 物質 が 交代 排除 され る か と ゆう 根本 
ay TPH IC Oe Tia Tee REDE SALT S- 


1) AMOR. RAR TOM HR BET ORS eer. 
2) FE UO RMSE CL, CHICO CHS SHE OBST ClO, jibe 
(LBIDOBEA ICUS 2. 


150 3 BE we Oe HR ORE 


要する に , COMO LAS SW YAEL LCi, HERE 
EL CBR BMC Wiel + HEI) « HEE OWT (EPMO IEDC, 
Eplto WAPEHIZSIIIC EF S BEARAITCE JMO OLE S ¢ TOE ORRENY 
條 件 が 重要 な 意味 を 持つ と と が 強調 せ ち られ ね ば た ならない . TOL STAM 
的 な 構造 的 條 件 が 溢 慶 ・ 圧 力 條 件 に プア ラス され た 了 質 学 的 環境 に お ちい て は 
じ め て 問題 の 草 青 石 贈 は 形成 され る . 言い か え ば , と の 地質 学 的 條 件 は 
ある 一 定 の 質 的 並 に 量 的 特性 を 有する 造 構造 運動 と 火 成 活動 の 統一 的 相 刀 
BMA AES —Ohb PBR CH 0, HEC OMEMOR BA hm 
\ い る ろ る 地 吹 学 的 條 件 に 現 定 され て 形成 され た も の に 外 な ら な い : その 意味 に 
お いて , Mg 交代 作用 の 本 質 の 解明 は 在 来 の 閣 念 的 な 物理 化 捉 的 岩石 皇 の 
立場 か ら は も は や 不可 能 で て あり, HARASS RA AIC LOLS 
窒 に よっ つて は じ め て 可能 と な る の で ある . 
北上 山地 宮守 地方 の 外 成 射 に も Orijarvi 型 章 理 石 内 の 産 出 が 知ら れ て いる の . as 
Cit COHAN MAREE (2H & DBC FE © FES ¢ BITE x OBC WV TC HEM Ze 
の が ある に る も 拘ら ず , Bt Le LV GIA & ULM ROV RA ALREOG, と の 
場合 は むし ろ 他 と 異な る 特殊 の 條 件 が LMT S4ODL>wBEDHTCOROCHSD, 
本 年 5 月 闘 と 筆者 の 共同 路 栓 に よ つ て と の 場合 も 例外 に 非 ざ きる と と が 明らか に な つた . 
ヒラ サザ WEY 

POS ARES EYP IY OPA AERC d fe SARIN ZEHE CALEELLIERS) 附近 の 花 賠 岩 体 と 
DETER a AICHE Tie ESAS SC, TOBNC BVT 4 DELOMOBAICE<L WT 
WS. CCOICAM SHR EAA 
Garnet-Siotite-cordierite-anda‘usite-anthopby lite rock 
Biotite-cor-diérite rock 

の 2 種 で 後者 は 著しい foliation を 有する . な お と これら に 伴 つ て 田老 * 日立 の 鉱床 母 
岩 と 同様 な 絹 圭 評 石 英 片 内 と , BURR AD EL, ie bo ORBLE, 全体 と 
LC—OWAB TUR LTS. CLI, HETCOMOBSLA HEL 2S HOD 
ある . SOL bCOBACITH ADE AICHF CHM EDS LIZA EOLE 


SHOT TOF (HERO C L BED SD, BALA 4 DOWER RFE 
な いも の と 老 え られ る . 


あぁ と が き 


以上 は 去る 4 月 3 日 民主 主義 科学 1 HA HATTERAS CAEL 
Fee “WADIA” と , その 後 多 く の 同 学 の 諸 先 輩 か ら 


1) 訂 陽 太郎 : 前 出 


i a を Wi ON 


な され た 言論 の 結果 と を 要約 し た も の で ある 2. SOUT « Bee LES 


FPA AKG © PETS © HITE © IEBL IES © APARIEDE * YE TEE @ 7) 
BOE « FG HIS + WWE © BUG AED © jh — dati 
WES BES. -2¢ CA UMAICHI ST OPMMIC 40 4 Rd 6 aA 
HREM TC BESTT AW HE A (CHELSIE EAT HOOP ee 
DWELRS. 


な お 本 ョ Ren Ae ee ee 
研究 成果 の 一 部 で ある . EK BML) 


; 
= 


SiGRLRABSY 7 BORRHICOL CT" 
Studies on the crystal-surface of daburite from Toroku, 
Miyazaki Pref, Japan 


“e 阪 gt 4: (Takeshi Tomisaka) 


EB K 1 get = 
2. Abe 
3. XMOBARBAROSY = BA 
4. 135 Gh B 
5. RICE ARTES 
at 6. i 8 
ae 1. 緒 =] 


eI ELA HE 7 v7) OWA EMIOT FERBEIUDLHE (CE O-COEICE 
MEAN CHS. 同 地 産 ダン ブ ) ALU IKOR fiom 2 as W (202) 
面 の みな は 白色 不透明 の 厚 さ 約 1 HPBBEOWHRE Dic bd, BINGE L < Hai 
AIL TCH AEICBH LL CHS. ee Bau TO 見 名 の 本 性 


EG URMKR OE: HG MOE 昭和 5 年 10 月 
1) Z. Harsda; J. Fac. Sci. Impe Univ. Hokkaido, Ser. 1V, 4, (1938), 


151r 164. 


$ 


i 4 a in Om @ 
を 明らか に せん が た め , -=ORBE RD. と まい に その 実験 結果 と , そ 
NICHT SBRIREL, 御 指導 を 人選 ふ 火 第 で ある . 


最後 に 実験 に 供し た 貴重 な る 灯 本 を 恵 与 下さ れ , LOMA: 6 HiEy 


EOLA, 赤 実 験 に 種々 御 便 窟 を 与え られ , 色々 と 御 和 教示 を 合い 
た 北海 道 大 学 理 学部 化学 教 宰 香 出 講 師 に 感謝 の 意 を 表す る . 

2. 化 晃 成分 . 
GWE & WHO REMADE O LIC MM SERBS Sd, 
叉 更に その 表面 の 次 白色 部 の 化学 成分 の 吟味 を 行 つ た . 其 の 結果 は 第 一 表 
に 示す 如く で ある . 


fee = Re 

a 明 部 白色 不透明 部 | KR A 色 部 

= 0 

SiO. 48.41 7) 43.67 7% 48.51 ° 
B.Os 28.62 25.23 23.14 
CaO 99.34. aha? 21.01 
Fe20s 0.32 1.13 2.15 
AlsOs 0.14 2.01 4.12 
MgO 0.10 0.30 0.25 
+H:0 0:42) sie re7 1.55 
Total 100.35 |» 100.38 100.73 


BUA RBO (EA A LBL IC EH? ICL UREA CO SLEAAE YY 
7 VEO ARK ICIS * ECL, ae CAE a cons W ORBEA 
に その 表面 の 次 白色 の 変質 部 は 特に B, O; ORDA CH SB: BAGTE 
NE ee ee 
の 二 次 的 の 変質 に 依る も の の 様 で ある . 

: 3. X@MRBERUS 7 IRE 
(PRI De ONS IC HOC ARNT OARREISHAB DIC Tee SBS 
ACH % Fe ABA ANB PSE ORREUE 2X0" ARR Gee 


1) Z. Harada; J, Fac. Sci, Imp. Univ. Hokkaido, Ser. IV. 5 (1939), 70-73. 


: weer tb 
: 5 


~ a Fe mR 153 


Le. tS Xtiawiemgnc, Ni の フラ ィ ルター を 用 いた . ZORA. 
第 二 表 に 示す . 


第 = R XMOAFZ AORBELIA £3 (kB 
@ 明 | SENATE られ な い が , W HOP ABW ashe 


卓 学 的 に 方 位 を 異 に する 成長 な る か ,」 
又は 団結 員 で は な く 微 結 吊 の 集合 で は 
な いか を 明らか に する た め , W MIC 
行 な 厚 さ OS BB OMME ED, X 
線 ラ ウェ 写真 に 依 り 不透明 部 と 内 部 の 
秀明 部 の 比較 吟味 を 行 つ た . 基 の 結果 
は 第 一 図 の 如く で ある .。 Biz W (201) 
FIC HELI XPLE BYES IY RB 
CHS. ( 対 陰 極 W) ; 

図 に 見 られ る 如く X 線 廻 析 現 名 に は 
何等 の 万 別 も 認め らち れず, BEA OPK 
HRY HS BUTCH S. 

4. (& Bh 像 

White L ¢ Beh aie, 結 品 に ょ よ 
OT IRF AIC MEUC AMA DKA BR 2 
め ら れる も の が ある . LIAVEIC I 
授 り も 報告 され て いる . PELACNE TE ORALO W iiic LAIKOMIR 
が み ら れ る 2?. 筆者 は 50°C. HEF: HS①⑰ (3:1) MIC CML E SLL 
た . AG PEWRLEBOBAICICL b, RAW AN, 透明 部 に 比 
し て 著しく と の 虚 異 る , SHIM BOE, a, b, HMICTEM Ailile 


1) Z. Harada; J. Fac. Sci. Imp. Univ. Hokkido, Ser.IV. 4, (1938), 151- 


164. 
2) %V. Goldschmidt v. H, Philipp, Zeit, Krist., 50 (1912) 


\ 


Iba "4 Oe We PR RO BE 


b Eran ‘ate 
zt D Wino EU? BES ICS OMe RE A | 
2 fe x DRAM Jit Re る 結果 を 模式 前 に 示す と 第 き 図 の 。 


如く で , Bio EL Wve ABW GI IES th に 一 定 の 方 向 性 が ある と と が 


a i Ar 


A A 


ee i, N40 第 — SM b x40 
FARA BOR RRR AS a TCT 7TH eG BTCC 
5 軸 に 垂直 な 潤 片 を 題 徴 鏡 下 に BED OD 


CHIESA D 4D | ‘ ; \ 


ir 


ee ee ae 155 


WAPEIC HIE SIS. BS AICISC O ik 38°—43° で ある . 


※ HF KKSHARABBORR LT. 


5. RICH ST 3S Aw RE 


透明 部 及び W HOY EI BORLICM SF BAe DHE 17 3. 7e 0 0.1 i 


hh 


HISEIENRE Fle C, その 溶解 速度 を 測定 し た . ENR IR 500cc 石英 フラ スコ 
に 0 規定 塩酸 250cc EAN, 乏 試料 一 定量 を 入れ て , 100°C に 保ち , 
ec DRED CHE, 上 部 に 冷却 隊 を つけ て , 溶液 は 常に 一 定量 に 保つ 
様 に し た . 不 落 明 部 の 試料 が 充分 に 得難い た め 15 時 間 と 25 時 間 の 一 回 の 
和志 富 し か 由来 な か つた が 湾 明 部 に つい て は 10 時 間 か ら 45 時 間 ま で 5 時間 
得 の も の を 測定 し た . 定量 は 確 液 を 一 定 DURSCIC CHEE L HEF DO BLO; 
ょ と CaO の 定量 を 行 つ た を. SiO, HICH 馬 過 痢 の 結果 と な つた が , It 
ララ スコ 及び 冷却 喘 か ら の 溶出 の た めで あろ る う . RIA じ つ 。 を 完全 に 師 
用 し 後に マン = ッ ト 法 に 依 つ て 定量 し , CaO haem & LC, BPEL, 
その 沈 濾 を 6 NーH,SO, に て 溶かし , その 溶液 を 過 マ ンカ ン 酸 加 早 に よる 
滴定 を 行い , 各々 の 溶解 量 を 測定 し た . 共 の 結果 は 第 三 表 及び 第 四 図 に 示 
Sin CCHS. それ より 明らか な 如く 不透明 部 は 透明 部 に 比 し て 閉 し く 直 


Cla MRL Bs 


P| ‘| a ; e 
156 Ee wR 
re ne nS asia 
第 = Ec 
Sites MAE REE Re EE SE Se Lh 
時 fd fas five 量 
’ wo go 1 t 7S Bas BB 
Cao R20, CaO BeOs 
10 21.lmg 26.6mg —mg —mg 
15 22.6 27.8 45.1 49.1 
20 26.1 133.1 a eo 
25 31.0 38.8 51.5 56.2 
30.3. 362 45.8 — ーー 
35 0) a 2 
40 41.4 52.5 = — 
45 43.1 54,1 a = 


※ 時 間 : Chour) 
※ 試料 の 大 いさ 0.043mm-0.061mm 
※ 0.1 規定 臣 酸 250cc HAN OPA 


第 四 ヽ 結 


was 6 


4 
mg 

a 

© 
. Pe ORT ibMtMWS) ; 

6. @ 括 
以上 の 実 職 結果 を 線 合 する と ; : 
(1) EAB FF VAOW 面 の 方 向 に の み 見 られ れる 白濁 の 現象 は 結 i 
{ 


MVR ROD § SHIMADA + VON b/) SE MOMELIC ES % 


Neate re te 


| 


Re ee ee ee ee 


DEBLENS. | ' 
(2) KAW th LOMA AIC He BF WALLER DAI RI. と 
DIB BIRD Gla LG FB ORR OIF OP AIC HEAL CAEL rete Fh 
Ohi COWZOG IE BERS 2404 Bdira. | 
(3) BRICKS SHAME MRO KMMBEICIES ¢ fe HD CHAIR 
部 に 比 し て 著しく 大 で ある . 
ダン プリ 石 の 結 品 構造 は 既に C. Dunbar, F. Machatschki に より 解析 
され て いる が , SAILE OFF IC HEP BEN] HVPE CHSOTC, HRT 
DEVE To, HF POM OPEMARRE & NS TC Lidd 6 SHRO ALE 
を 解明 する 上 に 有力 な 資料 を 与 を える も の と 思わ れる が , 上 記 の 実 給 結果 よ 
り , 成長 時 の 條 件 に より M. J. Buerger の Lineage-structure io 
AMPEICEL CAS SH DAROMMRDE Fe LO LIRR ANS. 
(ACSA EDR MW EL AAS By Ak se) 


BAEK D NGL SHERI BABU IC eS X AVA 


X-ray Study of Stibnite on thermal changes, found in 
Ichinokawa Mine, Ehime Prefecture. 


2 i) “FF i 78 (Shinpei Yamashita) 


Dill 


1 序 

市 の 川鉄 山 は 西條 市 の 南方 和 八 6 FTE RTE BA EG IC TE り , 万 延 年 
間 の 発見 に か まる と 芸 ふ : RL DMM RINE EMS SHINE LT fit 
Fic 有名 で る つた . RIND 化学 的 組成 は 等 産 の 分析 結果 に 依 れ ば , ~ 
Sb=71.78% S=27.70% SiO,—0.20% sf 99.58% の 成績 を 示し て 尾 


1) M, op Buerger Zeit. Krist., 89 (1934) 195-220, 


é ; La 


158.624 2G eR Be BS 
る : wei WAZ の も の の 熱 的 な 研究 は E. R. Schneider,” H. Péla- 
bon, W. R. Solla® 等 が 研究 し て 居る が melting point の 測定 等 で 
あつ て 加熱 変化 に 関し て は 詳細 な 所 が 見 受け られ な い 様 で る る 。 そ と で 
用 は 市 の 川 伏 山 産 と し て の 婚 安 鉄 に つき と れ を 加熱 変化 させ, その 詳細 な 
WE TOL RUTIC LOTS OAH Ger B LC ORTH & Fh, RIC 
COMK XMBEACHOT, X MAP AEDS LOGI LER 
曲線 と で 決定 し た 結果 と ーー 致す る と と を 電 ら か に し じ ま う と する LOCH 
る . 


2. 示 差 熱 分 析 の 結果 | 
seee 100 mesh DLFOR AIC LCA 5 gram を 探 つ て 毎 分 5°C の 
割合 で 上 見 させ た その 実験 結果 は Fig. I に 示す 通り で ある . 
と れ に よる と 無 安 鉄 が 加熱 せら れる と 酸化 反応 を 起 し と これ に 件 ふ 発 熱 作 
用 が 行わ れる 即ち | 
2Sb,S,-+90,=2Sb,0,+6SO; 


[LOMA REM EWE LCRILT Y FEY CMR ADINAS. WO 
AGRE 2% EYRE TO BEL CAT 6. 故に 加熱 せら れる と 同時 に 
BRK OUEBRBR LVEF DST INS EBASMNS. c ONAL VERA It Fig. 1 
DISS MBT KC 190°C か ら 除 々 に 400°C を 最高 と し て それ 以上 に 
eB LBS: 19°C に 上 上 昇 する 以前 に 於 て は 少し 50°C~100'C の 
問 に 発熱 作用 が 行わ れる の は 加熱 管内 の 温度 六 に よる も の で 実験 結果 に は 
関係 な いと 思ふ . 

K. Fridrich® apreakoeeitit 290°C より 初 を まり , 約 500°C で 終る 
Lae と れ は 上 式 の 化学 式 に 依り 発熱 遇 硫 酸化 作用 が 始ま る と 言 つ て も 


1) E. R. Schneider; Comp. Treat. Inorg. Theo. Chem., Vol IX, 521 
2) Vi. Pélabon; Ann. chim. phys., (8), 17..526, (1909) 

3) W.R. Solla; Comp. Treat. Inorg. Theo. Chem., Vol IX, 520 

4) K, Fridrich; Metallurgie, 7, 233, (1908) 


Fig. I 


DIFFERENTIAL THERMAL CURVE 
OF STIBNITE 


on : aie : 
550; 2 4 6 8 10 12 4 6 18 2 22 A 


TEMPARATURE IN C 
Os 
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Lie Re) One ONS oat DNS LOAD GOA 


Bo ees in __GALVAVANO METER READING IN CM 
SSRN EVOLUTION 


kyo. CIR HERP it WRAL T vv Fev PULICHRALL CURL Fe 
YICTSOIC 02°C か ら 始 まる どど 言 つ て 居る CH CHC LV 
OO EIB CO E00 Cr BI 


1) H, Saito; Sidtice Rep. Tolioku Univ., I., 16. 37, (1927) 


160 1 7G OE Wn BE Be BR OG BE 


ーー ーー 


SOR OS EO OR 4 530°C 
THSERDNS. ZW. Haidinger? (Bs ahasz BIL S ELH E 


b NE が 出来 , 更 に OE orchre に 変化 する と 言 ふ が 筆者 は 
AS NS ; ‘ 


S54 > Sb,Q, => Sb,0, . 


stibnite valentinite cervantite 
ATU ABLES IC EM (PIE IC IRF SUC OR BED 5 stibnite か ら valen- 
tinite に 変化 する 間 に 中 間 成 生物 と し て Sb,O3 を 持つ た も の が 出来 る 様 
CHS. それ で 火 の 様 に 変化 する と 考え られ る 、 


stibnite — っ kermesite 一 っ valentinite ---»cervantite 


JES DBM OFCOM KA EBMLO Lib BAS ERKOM C2. 
SKS, 2 45S bh. SS OO Ce 


stibnite kermesite -valentinite . cervantite 
(290°C ~ #4 530°C) (#9 530°C 以上 ) 
3. BMBNMEO X MR BRR 
& fe bjt ORIG % X 線 実験 を 行い と れ を 見 を., 試料 を 100 mesh 以下 
CL OME MRE DE & & 320°C, 450°C, 550°C, に 於 て それ ぞ れ 宏 無 


中 に 1 時間 加 熱し と れ を 夫々 * No. 1,No. 2,/No. 3, No. 4 と 優 定 し て , 


EE OBAED RPI ICRS 7 A ICY ORIME LBL fe. X 線 用 の 
ARF RPM 31.19mm. Deby—Scherrer 用 カメ ラ て ある . 用 いた X 
線 は Cu の 対 陰 標 を 用 い 電 出 時 間 は 10 叶 間 を 規準 と し, ABE 5500C Volt. 
電流 5mA, OIE CHO. cH DIILOWME ee ER Oae 
で ある . 

Fig. Il 及 表 に よ つ て 見 る 様 に No. 2 は No.1 に 比 し 原子 面 間隔 0.9 ン 
OS ROR CAR RICE RS. BS No. CO tor mbes 


1) W, Haidinger; Com-, Treat, Inorg, Thec, chem., Vol IX. 522 


4 


Sample No. L 


Sample No. 2 


(320°C) 


Nop: 


intensity | 


(01) 


No (01) | d(A°) | intensity €(A°) 
1 ss 12°43’ 3.4925 S. 12°59’ 3.4295 
2 VS. 14 28 3.0772 v.8. 14 03 3.1872 
3 m. 15 04 2.9576 m. 14 33 3.0601 
4 w. 16 45 2.6657 v.s 16 20 2.7336 
5 V.w. 18 41 2.3999 V.w. 17 13 2.5978 
6 V.V.W 21 32 2.0945 m. 17 43 2.5261 
7 V.w. Pah a2 1.9515 V.w. 19 06 2.3493 
ede m. 24 09 1.87910 Vw 22 07 2.0422 
9 Se 25-16 1.2010 v.w. 24 56 1.8237 
10 v.s 25 60 1.7534 Va 27°90 1.6725 
11 m. 26 07 1.7462 m. 28 39 1.6024 . 
12 oe 27 35 1.6602 Ww. 30 02 1.5358 
13 v.w. 30 08 1.5312 V.w. 32-17 1.4392 
14 ves 30.32. | © $.5132 v.w. 33. 20 1.3989 
15 m. 32 06 1.4468 Ww. 34 46 1.3488 
16 v.w. 33 18 1.4001 V.w. 36 08 1.3037 
17 m. 34 16 1.3643 Ss. 37 09 1.2728 
18 Ww. ‘37 34 1.2609 8. 37 47 1.25.8 
19 V.w. 39 21 1.2059 m. 38 34 1.2330 
20 s. 40 36 1.1813 V.V.W. 41 34 1.1£87 

21 Ves AQ 27 1.1389 Se 42 53 1.1299 
22 m. 45 41 1.9745 Se 45 44 1.0736 ~ 
23 m. 48 22 1.0284 Ww. 47 04 1.0499 
24 © s. 4855 | 1.0201 v.w. 49 29 1.011 
25 s. 54 03 0.9495 Ww. 52 13 0.9974 
26 m. 56 43 0.9196 v.w. 53 11 0.9602 
27 w. 58 03 0.9059 Ss. 54 44 0.9409 
28 w. 59 01 0.8966 m, 55 £3 0.9286 
29 S. 61 46 0.8725 v.w. 58 56 0.8974 
30 m. 62 47 0.8844 S. 60 26 0:8828 

31 Ww. 65 29 | 0.8448 w. 6053 | 0.8799 
32 8, 67 £0 0.8301 m. 64 28 0.8519 
33 w. 65 59 0.8415 
34 m. 66 27. 0.8385 


表 わ れ な い が _ No. 2- に た 廊 て は 3 本 の 線 を 表わし て 居る 、 LIT BNI 
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‘13 A 附近 に 於 て は No.2 難し く 張 く 数 本 表 わ れ る も No. 2 で は 多々 表 
DM CE SEW. LTA 附近 に 於 て も No.2 は 暮し く 張 く 表 われ て 居 
る 2.5A 附近 に 於 て は 反対 に No.1 は No. 2 & pL CHC SeDI-C 
居る … R30A CHIC Ct No.1 tpie 2 本 卓 い 線 の 出現 が 目立つ も 
No.2 は 後部 1 本 だ け 弱 く 出 て 居る . 


ON 


~ /ntencity 


No. 3. は No. 2 CHL T 1.0A BRIE ATA ZH DN TERY. 反 
対 に 1.2A 附近 で は No. 2 に 比 し 相当 よく 出現 し て 居る . 1.9A 附近 で は 
No. 3 QP ASWAMEIC A CDN SAS, No.2 で は 人 な いい 2.4 A cH 
て る ゃ も 同様 に 強く 出現 する が , No.2 に は 全く 々 表 ら われ て で て 尾 ら な い : 

No. 4 と No. 3 を 比較 する と No. 4 は 1.5 A icid-cHaprER OBR 
ECE CRS eee No.3 24 *8bN CEB. L1LBA 
附近 に 於 て も No. 4 の 測線 が 張 く 表 わ ゎ れ て 居り No.3 は 劣 つ て 居る . 反 
対 に 1.6A 17 A ich No. 4 は No. 3 に 比 し 劣る で て 居る. 228A 
bhi LIC WSC No. 3 (hgh < Has No. 4 (Clay ChB teu. 


wh FR x 


Bp oe 
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Sample No. 3 (450?C) Sample No. 4 (55°C) 
No. | intensity (01) d(A°) intensity 8 (01) d (A°) 
1 Ss 12°40' 3.5068 V.S. 12°54’ 3.4439 
2 v.s. 14 14 | 3.1324 V.V.S. 14 35 3.0540 
3 s. 16 13 | 2.7532 &, 15 18 2.9139 
a w. 17 49 | 2.5129 m. 16 51 2.6525 
5 m. | 1835 | 2.4127 we 18 44 2.3939 
6 vey ae 53 | 2.1568 v.w. 20 40 2.1782 | 
7 V.V.W. 22011 2.0362 Ww. 22 49 1.9827 | 
8 V.S. 23 33 1.9241 V.w. 23 14 1.9490 
9 m. 24 34 | 1.8491 m. 24 07 1.8817 
10 v.w. 25 54 | 1.7598 m. 25 27 1.7889 
11 V.S. 27 14 1.6748 s. 25 54 1.7642 
12 m. | 2839 | 1.6034 v.w: 26 30 1.7231 | 
13 MY) 1699434 |. 1:5507 m. 27 36 1.6595, 
14 V.w. 31 49 | 1.4580 V.w. 29 18 1.5710 
15 w. | 33.45 | 1.3837 V.w. 30 05 1.5337 
16 Wes 84,90 tld .3589 s. 31 15 1.4819 | 
ih Sy 37 04 1.2754 m. 32 09 1.4446 | 
18 m 37 53 | . 1.2519 Viewer teat ae 20 1.3989 
19 w 38 46 | 1.2277 m. 34 40 1.3514 
20 v.w 40 33 |. 1.1824 w. 37 03 1.2728 
21 m. 42 20 | 1.1415 V.w. _ 8759 1.2491 
22 v.v.ew. | 42 53 1.1296 m. 40 39 1.1800 
23 S. 45 14 1.0828 S. vis 43 04 1.1258 
24 v.w. 46 14 | 1.0661 m. |, 46 08 1.0677 
25 V.w. 4812 | 1.0312 w. 48 33 1.0256 
26 m. 5153 | - 0.9771 m. 52 05 0.9743 
27 w. 53 08 | 0.9608 m. 55 18 0.9350 
28 Ss. 5405 | 0.9492 v.w. 56 49 0.9185 
29 m 55 20 .| 0.9347 v.w. 57 11 0.9146 
30 V.V.Ws 58 58 | 0.8971 V.V.W. 58 03 0.9059 
31 m. 59 50 | 0.8891 m. 29 23 0.8933 
32 V.We 61 34 0.8742 V.w. 60 51 0.8802 
33 s. 63 31 | 0.85€8 m. 68 14 0.8609 
34 w. 65 26 | 0.8452 m. 64 29 0.8518 
35 m. 66 49 | 0.8362 V.W. 65 21 0.8458 
36 m, 66 46 0.8355 
s. 69 35 0.8202. 
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No.1 と No.3 を は 共に 原子 面 間隔 24A 及 3.1A に 廊 て 廻 折線 の 
神代 い 紀 い 線 が 出現 し て 居る 点 そ の 他 本 般 上 的 に 類似 点 が 見 受け ら る は 結 呈 
ROMMEL BAT SLOCHSAILBASNZ. Fe No.1, No. ?, 
No. 3, No. 4 EMGAGE T-TAYR LICHT 3 HP RROBALIC kD CHAAR 
態 の 変化 が 認め られ , 明らか に 加熱 に より て 結 品 構造 が 順次 変化 し て 居る 
CEMBLZGNS. 即ち 炊 の 様 に 順に 変 移し た を る ゃ の で ある ろ と 思ふ . 

SA —— WAR a — っ 
BIC HALE FE OAYE ED 


stibnite—__—> kermesite ——_—> valentinite——_—> servantite 


(320°C) (450°C) (550° C) 
LAEFT SIRE BASF ENS. ) 3 
4. te RO 


DLE OSH 6 REET SED , BAER Se Mt ZS 58 FAT て 各種 湿度 に 加熱 し , 
その 加熱 試料 の 総 て に つき X 線 写真 を 撮影 し た る 結果 より し て . 

(1) FRA ASIN 5 1S & 190°C に 於 て 除 々 に kermesite に 変化 
し 特に 320°C に 於 て は 完 次 に 移 化 し て 居る . 即ち 160°C より 初 まり 
320°C 迄 の 問 て 於 て 徐々 に 移 化 する も の で ある . 

(2) kermesite が valentinite に 変化 する に は 400°C AVEC HS CE 
に 変化 し 450°C Ic CikGERICBALT ST EBBHHNS. 

(3) valentinite が 更に cervantite に 変化 する に は 約 530°C か ら 初 
A TT 
以上 で 売 分 で は な しい が 一遍 灯 安 鉱 の 加熱 に より 変化 する 鉄 物 を 温度 の 上 か 
ら 決 定 を 下 し た つも り で ある . 

総 り 5 に 此 の 研究 の 御 指 導 を 下さ つた 京都 大 学 町 久保 攻 授 と 上 男 講 師 に 心 
か ら な る 感謝 の 意 を 控 げ る . | | 
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RAMEY POMMARU EBA (1) 


Studies on garnet and augite placer deposits at Wa-Are, 
South Sakhalin (1) 


rm #8 #t —. (J. Takahashi) 

dé 原 順 — (J. Kitahara) 
Abstract. Garnet and augite amount re pectively to 20% 
and 379% of the beach placer at WaAre, South Sakhalin. These 
minerals are found most abundantly in sands grading on 
48 meshes (0.25-0.1mm). The chemical analysis of the garnet 


gives the following results; SiO, 37.05, TiO, 0.43 ,Al,O, - 
19.98, Fe,O; 1.91, FeO 29.72, CaO 4.49, MgO 3.76, MnO. 


2.47, H,O-9.24 wt%. From above result, the chemical 
formula are given as (Fe’’199 CaOo39 MgOo4s MnOoir )s.00 (Aliso 
Fe’’’o12 2.01 (Siz97 Tiooz )299 Orzo. The mixing ratios of the end 
members of garnet can be expressed Alm 66.40, Py 15.10, Gr 
7.23, And 4.83, Ti-And 0.82, Sp 5.62 mol%. The specific 
gravity of the pure grains of garnet is 4.107. The computed 
refractive index of the garnet is 1.765 and the calculated cell- 
dimension is given as 11.553. The chemical composition of the 
garnet resembles that of the garnet characteristic in the biotite 
schist. It seems that the garnet, already formed in the 
biotite schist or similar crystalline schist, was taken into the 
Noda volcanic complex and remained in agglomeratic tuff 
which are found forming lofty cliff around the Wa-Are placer 
deposits. 

The chemical analyses of the green and black augite give 
the following results respectively; SiO, 51.63, Al,O, 4.03, 


Fe,O, 1.25, FeO 5.01, MnO 0.20, MgO 16.29, TiO, 0.34, CaO 


20.85, Na,O 0.12, K,O 0.04, H,O-0.03; SiO, 49.73, Al,O; 
3.54, Fe,O, 4.18, FeO 7.86, MnO 0.51, MgO 14.79, TiO, 0.34, 
CaO 19.27, Na,O 0.38, K,O 0.09, H,O-0.97 wt 9. The chemical 
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PAWL AE AOA. COA ea em SA pS A NYE AEN rei DT 
formulae are given by (Caos Nao.009 Ko.o02)o 822 (Mgoser Fe’’1500 
Fe’”’o.035 Alo.oss Mnooor Tio.o09)1 136 [(Sit.s-4Alo.123)2,00006.0:0); (Caoz6s Na 
0 027 Ko.001)o 799 (Mgo.s27 Fe’o.213 Feoiis Alooos Mnooie Tiooo)129 [(Si 
1.852 ko Osooo] respectively, The. specific grvities of the 
green end black augite are: G,=3.343 and G,=3.357. The 

" optical properties of green augite are given as follows: n,=1.690, 
n,=1.712 on (110) (by immersion method). Non-pleochroic and 
colorless. in section Z’ \c on (110)=40°.2V(+ ) =59.5° (determined 
by universal stage). The properties of black augite: n, =1.699, 
ns=1.723 on (i10). plechroism X’=pale yellow, Z’=pale yellow. 
Z’Ac on (110)=44~44.5°: 2V (+)=57~58°. The green augite 
was inverted to black augite during extrusion. The augite are 
main constituents of the Noda andesitic agglomerate. 

The garnet and the augite in sands was derived undoubtly 

_ from the Noda agglomerate or agglomerate tuff containing 

| the garnets derived probably from the mica schist as men- 
tioned above. 


i 


Dill 


BERGE OED BIC HES S PNAC HLT Ik] LU BIR? の 報告 が ある が , 


SSW TH ICIR ES Sth A OAILMBLS IC ILOTHS. 筆者 の 一 人 (J.T) 
LEEW IC ES SHIN OM RIC HE CHA THET SLTSRDD, MO 
—K (J. K) を 現 季 に 派 し て 調査 せしめ た . (J. K) は その 控 集 試料 に つき 
DEA CHIC HN A OBR DLC AUT IEE FIO. 


ie 及び th 形 
HE AX RUEAB BENS KF SARE F linac (L BEA GEA 45 HR, 
Y THICKE Ms CH 2B. MA ORE WIt c OME KD BIC ALA 4 AN 
I De EC 4B. 
(ILE OPH HE ACLU IA PERE MUIR & SCHL ABIC TRE Z. 7 Ob 
IRD WILKE, 西 は 久 春 内 で ある . WROWEARSBBE AL, 沖 に は 


1 小山 一 郎 : 地質 , 36, 227, 昭和 4 


“$$. 


本 元 fer. 
PS CGHEAIG ) が 発 窪 し て いる が ) Mase JD IbitaRMeANEED cpa 
5, 所 々 に 狭 き 砂浜 が 点 在 し , 下 清 時 に 非 れ ば 歩行 困難 で ある HIRO 
Ie BIR LC PLES SA LIME MICE YES, 高 & さ 102 米内 外 の 区 ん 
ど ざ 直 立 せ る 岩下 に 当り , 延長 約 500 米 , 幅 10 一 50 米 の 砂 際 浜 で ある . と の 
WERE ORS ARIK IL, FUNC RIAA © GT EIC ENS SED 
D, URERIC RDM CHES. AICTE HY Sd BEA HUE IC SCID IC 
MET ie SUITED FE RESCH YD, WHOM GI LABOR 
OB PCRS SN DEL KC, 高 浪 の 場合 に は 達 く 沖合 に 運ば れる けれ 
どる も 概ね 再び 原 地 に 帰 来 する る の で ある . RE 
Wie LDR SADCH SZ. 
地 RR (第 一 図 参 尻 ) 
LREAOML ROWED Ic LL UEMEMRER RC 

ある が , RIAIGECK CA BEE DIM L, 懸 崖 を 形成 する も の で ある . 
Hex ASKS DIP RGB 8 OMERPALOFEN) & BL CE < FEET LT 
SME CH SB. 本 地域 に 於 て は 僅か に 輪 荒 川口 附近 に 於 て 海 に 接する の み 
Cb), BARMIC L CHADH, 頁岩 の 互層 に より 構成 され る . LOH 
向 は 人 磁針 に 対し N5°E, 傾斜 は 50°W で ある . 


第 三 系 BHR, AMA KKROMICKOT, pote ewan 


どる も , 去 能 石 相 と は 異 り , BABINFIGHML, AS Ci, 中 新 の 中 間 
選 に 相当 する も の で あろ る う . WHAHE LCF, PRE DICH ANS 
YPM AAR L, IMEEM MR KOWMICH Clt, A RODE IR EE 
HAY ERE ICMAT SFE H ON, AMMA REICM ELT N5— 
10°E, (6 60~70°E CHS. 

ASL, AMERIPR AS AIH MICOS BL, DIR IABOK 
OK WEEE PABBEEALL, COMCRREW HO 


1) 上 床 國 夫 : AVE, 44, 1030~1052, AEA 12 
2) EKER: 東京 地学 協会 , 樺太 地質 園 ) 昭和 14 
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HEBAST EL, . 


“f 


Ma Mee aE he i I 
cD Rae REATIC HERE D HBL ES 3. 本 

」 ad Ste BAS See Bw FE COHESIVE TBC Hie AEE 
hays AMUGULEO OCH ZL RDN 
Hee て いる が , その 適用 に は 慣 重 な 注意 


LLU 


Tenn 


を 必要 と する . 本 硬質 頁岩 の 下部 は 
+ TELE PG HE) Bb eT CRE AIC Ly 
#  WRWHI CH OC ET ICH LSE N5° 
7 E, fa#it 62~80°E で ある . 
"本 寸 統 。 SPM AC 
ら 集 塊 岩 及び 北 放 岩 よ り 構成 され , 
TIDES AUG 2 WEB TH Met 
STL SAME AS WAS TAC, BEAR EE a 
を 件 ふ . 集 塊 岩 の 新鮮 な る る ゃ の は 動 
黒色 で ある が , MUL THA GX 
WO Ss LER T SRRIaAE ELC 
eal re We (4 Zi OMB IWC, 大 小 
. TRE TEER OBE RIB BOE 
BA, KIS b OIE L~1.G 米 に 冒す る も の が ある . BUHMIAKEL AO 
BIRT ORES LIL VERE KD KB. BARE IE ELRICL CMR CH B. 海 
PACA DIMGK % GB SC EILHSR TAS, BR BEAR OBE IE PARAS 
SMUG CBUEPED KU HEEB ¢ Bibi 3. JPA RIS PIC LUT HOR 
 BURIZHERUIE ERT LOCH SZ. HWE TRON IR ANE EE YC TC HE 
し , その 右 基 は 同様 な 外観 を な し じ , IL HOME OFPICHUAEUE, FOES, 
Bit, AME, BUSA OIC HAAR SEMA LCOS. FASS WIR IC AE 
FIAJSR ERE, AK OG AIR DHE ALICE A Ln}. AHIR 
PE RGM LED OMA HE LER 2 MAS LOC 
BS. それら の 地層 の ほか , HL POPS A WIC AILS BOOBIES 


野田 噴出 ge 
Ale Koes 


Ave EES] 
ATL ae 、 
Pak [est] 
aS 


ESete 


2 & z Rae 


isi ABER He SOE ZC LDMDN Z. 


濱 砂 の 機械 的 分 折 
試料 輪 葉 の 浜 砂 の 粒度 組成 は 海岸 を 構成 する 岩石 の 種類 。 (FACIE 
び 波 浪 に よる 浸 仙 程度 の 相 異 に よ つ て 場所 に より 装 し く 異 RDC S. HAE 
ATE ot LC SAAT & DERM Le. 機械 的 分 析 に 供 
し た も の は REATTEILH EAT rchke 2A RBC, DR OR 
BE 0.7K, 集 塊 岩 の 岩 毅 に 近く , HBEDSELa ICL CHINA SIC 
含む 部 分 か らち ら の も の で ある : 
粒 鹿 組成 I eeoiocdel 
結果 は 第 一 表 に 示す 通り で ある , 粒度 恒 成 の 最も 多い も の は 4(0.95~9.1 #£) 


第 一 表 

Tyler's [7 #| 砂 の 粒度 | 重量 | 粒度 組成 

standard | 
meshes KE eee | Ar & CE) a0 重量 % 
8 D 26250 cal >1 1.2920 0.43 
14 1.168 | 2 1 へ 0.5 2.8544 0.94 
28 0.589 | 3 | "0.5~0.25 | 63.5418 20.87 
. 48 0.295 | 4 | 0.25~0.1 | 220.3179 72.38 
100 0.147 | 5 | 0.10.05 | 16,0691 B28 ; 
150 0.104 | 6 | 0.05~0,005) 0.2912 0.10 
200 0.074 | 7 < 0,005 0.0114 0.004 


で あぁ つて, Kit 3(0.5~ 0.25) HCD ZS. Le. Mohrs? kowyephic Howe 
する と , MIEORMAHCC Mobrs 氏 の 浜 秒 が 粗 粒 (3 が 80% 以上 ) で 
ある と と が 和 制 る . T DBP OUEW IC HAAR OFA AD BONA EM, 
o DMS DA BEBE D % D % RUE LE TIC COPEL Ze. HIND De BE 
に 於 ける 重量 比率 及び 総 砂 中 の 粒度 組成 は 第 二 表 に 示す 様 で あり , 総 砂 中 
の 粒度 組成 は 第 二 図 に 示す 通り で ある . : 
第 二 表 で 明 で ある 様 に MASK & 48 メッ シ = の 粒度 の も の が 民 も 多量 


1) 高橋 純一 : OKRA, 46~54, A, 昭和 7 
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Be ies Vos 

Tyler’s | 各 粒 度 に お | HAIEIC ts | 総 砂 中 の 本 | 総 砂 中 の 普 py Ge Yo 

standard | 3 StGRY A | ける 普通 幸先 石 粒度 組 | 通信 石和 粒度 

meshes 宣 晶 % 石 重 量 % | 成 組成 ALES REG 
8 0.00 0.00 0.00 0.00 ‘ 
14 2.22+ 2.11* 1.58 0.04 0.01 0.05 
28 19.19+5,98* |8.43x-} 7.564] 5.25 3.34 8.59 
48 18.31+1.21*| | 43.77 14.13 31.68 45.81 
100 2.78 33.33 0.15 176) 1,91 
150 0.56 2.97 00005 0.003 0.0035 
200 0.87 6.14 0.00002 0.0002 0.00022 

2H 19.57 36.79 56.36 


“BSI aT 


8 /4. 4 
>/ OS 05~02%5 025-0/ Q 


x eA 


ar 一 部 黒色 種 含む 
CHIT, COPED IC MMH 45.8196 存 し て いる . PRMD IC RE 


BSD) oa BR 


28 Been 


‘00 450 meshes 
/-0.05 005-0005 mm 


SEO OS SEE OR MHIC IIT 


Hinlt 4s 


a A 


ーー 部 線 色 種 含む 


TS PW D KS ee tk 
D6.36% CHAZ. 

構成 物質 14 メッ シ 
28 Mera RC 
A8x YY aD BIC 
お ける 浜 砂 一 定量 か 
' ら , それ ぞ れ 双 眼 題 徴 
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分 離し , 第 三 表 に 示す 
よう な 重量 比 を 得 た . 
ALBEIT AST BEALE 
の 割合 は 筑 三 図 に 示す 
通り で ある . 
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PEA GRRE) 1.58 15.99 CREE GED 
ee GG 1.97 0,92 0.41 
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も の に は BLEIC REACHED AM, dn ORTBICEFC 人 株 が ある . 
0.25~0.5 料 の も の を 双 限 題 徴 鏡 下 に 観る に 平滑 な 結 品 面 を 示し , n 面 に 人 
線 が な いも の る あり , n 面 の 大 き さ は 一 般 に 不 揃 で ある . dq の n に 対す る 
比 は 小粒 に な る 程 減じ , OL MEOW IC TS & dWIAWRL, n 面 の みのる も 
の が 多く な る . ( 結 品 図 省略 ) 
A OLE MAAR, KE ROS ay SORE AL 
TCHS. MAL RY TILE OO’ WED is WATE Db Diy 0.6 He & Bob 
し , 比重 を 比重 埋 に て 測定 し °C に 換 息 し た 値 は 第 四 表 に 示す 通り で あ 
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sy 2 
回 RE TI ーー 2.3.4 (aS 
EH st He 0. 5978 0. 5934 0.5925 0.5910 
tk Hm 4°C 4.114 4.107 4.109 4.105 4.107 


1 同 の 測定 値 は 2, 3, 4 回 の 測定 値 に 比 し 大 閥 が ある た め , FRR L wo 
め 2, 3, 4 回 の 平均 値 を 控 つ た . 後記 化学 成分 か ら 求 め た 比重 は 4.112" で 
BS. 化学 分 析 か ら 求 め た 端 成分 の 僅か の 相 異 で も ゃ も, それ か ら 求 め た 物理 
MPICKE BE MET LOCH DO, 又 Ford, Stockwell 等 に よる 標 
EM ORE IC LOC kA ANS. 

TRA OW EH UNCED SE ASE PICA SIC, Baik, 
ALi AL, AS Soret. HTS < n=1.765 (24% 
fa) 粗 面 を な し , 割 目 の 認 め ら れ な いも の が 多い . HYRRKU BARE 
も 認め られ な く , 等 方 質 で ある . 後記 の 遂 り 岩 此 か ら 直 接 に 品 肌 し た る の 
で な く , RBG ic LOCERLALOLHR ANS. (未完 ) 
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新 Ti We 介 


RRA SA AR 新制 大 学 の 学生 を 目標 と し た 鉱物 書 で ある が , 講 所 た 細字 
CHER BE OMG 62H, WAM EDEYORKBICMATOS. LEONA 
DMNOTAL, LOM, EOL VTE LAA: SAKEPE, X 線 に よる 研究 , (LAT, 
DVD ESTE LLL OMED TBC, KIMMOBICAAABDD OID 
て , PAPEL OPEL RMU, 目 に 見 え ぬ 部 分 に 及び , 更に 化学 分 折 の 種々 の 方 潜 に 
及び , 最後 に 分 子 , 原子 > イオン の 一 般 諭 か ら , i NE LENS L OBIE AAL 
鉱物 学 通論 の 冶 ん どす べ て の 部 分 た 及 ん で いる ・ 新制 大 学 々 生 は 勿論 , 銘 物 学 の 最近 
の 大 穀 を 知ら ん と する 人 < ぇ に 推 賞 す る (A5 版 262 頁 , HORT 1 の 10 朝倉 書店 
遂行 , 320 円 ) (yess) 

th TRE EAMES TIT 汗 石 , shi), カオ リン , MA, Fran, 長石 
Kia, Hie, 1G, RA, SRA, BE, 黒鉛 等 の 主として 盾 業 原 料 と な る 鉱物 
を , WEARS SALWAR LEO C, PARICPERORL, OK, Hh 
BROCK, MURR, BROMO, ARIK, ES, BOKER, 
RAICBEOREIRZ, BICCH LOS MICH CHLUBICHIEZSH, WOE, oh7G, 
Git, RE, BUGS, NCREIF CWS (BS BRAS 185 EL, BSE 137 
H, 索引 9 真 , FORT My 12 Ae, 6509) (pee) 

BFRARSRLERRUG AMADA ROLE, BUCKS aR, 
RUPEES, WARANMUALMEORING LOCH LEAFS OKEL, Al 
RERUDE YY Chl, 金属 の 外 , BK BK, BRAS EMTS. (A 5 版 502 
BR, APRA, RE GER) 


He 報 


MRKAWOBR 久しく 活動 を 中 止 し て いた 江 間 山 は , 去る 9 月 24 日 午前 4 時 30 分 
UML Heli (PLO CRE L, SEO KU HO LCA 1 名, BIE 8 名 を 生じ 
Te. DIC MFR ARIZ RRO WA7AZROBEEL, ZRH, 宇都 宮 , KA, 小 名 
将 方 面 に 達し た . 

URORBRO SAG RU LWGIRLRRK PAL P EO LLU OFC RRICEE 0, 
RU Hav FF OALEBICMAL L Pe HBA LALLA D PHBE Be CO, Hiv LF, 南北 0.8 FF 
Hb, 到 る と と ころ に 湧出 する . GRIM RIEC, 多量 の 硫化 水素 を 伴 な い , BY 
近 一 整 烈 し い 硫 気 作用 の た あめ に 藻 漢 た る 景 額 を 呈 する . MERU AILC HOE 
泉 の 到 る と ころ で 水 旋 を 被 い , 或 は その 際 近 の 分 解 し た 岩 右 の 表面 を 被 い , Bic BE 
を 続け つ ゝ > あり, また 一 部 分 は 過 吉 の 洗 庶 物 と し て , BREBOMBLAAL, RH 
Tri RL CVS. REE 
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